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	RNA 3'-末端リン酸シクラーゼ (RTCA) Homo sapiens この遺伝子は、RNA 3'-リン酸シクラーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、ATP依存性にRNA基質の3'-リン酸を2',3'-環状ホスホジエステルに変換する反応を触媒することにより、RNA代謝に関与しています。この遺伝子については、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2012年2月],触媒活性:ATP + RNA 3'-末端リン酸 = AMP + 二リン酸​​ + RNA末端-2',3'-環状リン酸。,機能:RNA末端の3'-リン酸から2',3'-環状ホスホジエステルへの変換を触媒します。酵素の作用機序は、(A) ATPによる酵素のアデニル化、 (B) 酵素はRNA-N3'Pに作用してRNA-N3'PP5'Aを生成する。(C) ジエステル結合中のリン原子の2'ヒドロキシル基が非触媒的に求核攻撃し、環状最終生成物を生成する。この酵素の生物学的役割は不明であるが、細胞内RNAプロセシングのいくつかの局面で機能する可能性が高い。,類似性：RNA 3'末端シクラーゼファミリーに属する。タイプ1サブファミリー。,サブユニット：モノマー。,組織特異性：普遍的。,
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	RTCD1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RTCD1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

